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２ 研究の実際 

(2) 問題解決的な学習の授業展開 

 

 

 

 

研究を進めるに当たり、佐賀県教育センター『平成 27・28年度「プロジェクト研究」小・中学校道徳

教育』の研究成果を踏まえて、評価の進め方を探りました。「プロジェクト研究」では、授業展開の中に、

書く活動①、話合い、書く活動②を位置付けた問題解決的な学習を取り入れ、ねらいとする児童生徒の

育成を目指した授業実践を行いました（図１）(1)。 

 

 

 

 

書く活動①で今の自己を見つめ、話合いで自己の考えを広げたり深めたりし、書く活動②でこれから

の自己を考えることをねらいとしました。これらの活動により、友達の考え方について理解を深めたり、

自己の考えを明確にしたりすることができ、自己の成長を意識することにつながると考えました。 

さらに、事前指導、授業、事後指導において、児童生徒の学習活動に係る評価を適切に取り入れなが

ら授業実践を繰り返していくことで、授業で学んだ道徳的価値を日常生活の中での道徳的実践につなげ

ていくことができると考えました。 

 

図１ 問題解決的な学習の授業展開図 
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